
○国の露骨な司法介入・東海第二原発高裁集会

１月２２日（日）日比谷図書館

２０１２年、東海第二原発の運転差し止めを求めた

住民訴訟に対し水戸地裁は２０２１年「避難計画の

実効性に問題あり」として「運転してはならない」との

判決を下した。しかし日本原子力発電は控訴し裁

判は東京高裁に移った。すると国は長年、国の原

子力政策裁判で国側代理人を務めた人物を高裁

裁判長に送り込む。野球の相手側監督が審判につ

くような露骨な政治介入に対し弁護団は自発的な

辞任を求め、結果として裁判長が交代する事態となっ

た。２２日の「裁判勝利・決起集会」では、岸田政権

が全面的な原発再稼働にのめりこむなかで、あらた

めて福島原発事故によってふるさとを失った多くの

人々がいることを痛感させられた。

○沖縄「建白書」１０周年記念集会

１月２８日（金）日比谷野音

沖縄の総意は１０年前、保守・革新オール沖縄で

「建白書」として時の安倍首相に届けられた。「１オ

スプレイ配備の撤回、２普天間基地の閉鎖・撤去、

県内移設断念」がその内容である。２８日の集会で

は普天間基地近くの保育園の保護者が「米軍機の

落下物が保育園に落ち、自分も当事者となった。騒

音のなかにいる子どもは静かな空を知らない。未来

に責任を持って基地のない沖縄を実現したい」と切

実に訴えた。首都圏では急に冷え込んだ寒空の元、

熱い気持ちで参加者はデモに向かった。

○危険な岸田首相施政方針演説

憲法改正も視野に

１月２３日の施政方針演説で岸田首相は次元が

異なる「少子化対策」を目立たさせようとしながらも

防衛費増額・原発再稼働をしっかり盛り込んでいる

（育休中のリスキリングに言及し無理解を露呈した

のはご承知の通り）。

原発再稼働は次世代革新炉・老朽原発の運転延

長である。ウクライナ戦争による石油高騰を口実に、

さらに原発が環境問題解決（ＧＸ）というペテンだが、

三菱はじめメーカーは次世代炉に着手している。国

策としては規定方針である。

防衛費増額も沖縄含む南西諸島の軍事基地化

は規定方針であり、安保関連３文書と通ずるがが、

４０年前のトマホークを今更購入など米国への手土

産以外にはない。安倍政権が終わっても「対米自

立」はほど遠い。

○新しい資本主義は戦争への道か？

「資産所得倍増」も「貯蓄から投資」でしかなく、家

計を株式市場に吸い上げる話。「賃上げ」もまったく

具体はない。「労働市場改革」＝日本型「終身雇用」

「年功序列」批判でしかない。そもそも総論の「新た

な経済モデル」とは市場任せでない「官と民が連携

し、国家間の競争に勝ち抜くための、経済モデル」

だという。こうした競争が戦争をもたらした反省はな

いのか。

さらに「歴史の分岐点」の外交は日米関係が基軸、

日米同盟の強化が必要、とあるが、要するに「軍事

同盟」である。堅いことは言いたくないが、あまりにも

ひどい。上記の集会も私たちは日教組とともに取り

組んでいるが、もう我慢がならぬ、となればまずは組

合加入から。ともに頑張りましょう。
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教育局との確定交渉は２回目が終了し、私たちは

最終交渉に向けて論点を絞って交渉を進めることと

した。主な論点は義務制の課題が中心となった。

１点目は公金化の問題（給食費などを学校が徴収

管理している現状の改革）についの担当課の状況

判断について。２点目は「部活動の朝練の廃止」

「留守番電話の設置状況」など市町村の働き方改

革の進捗状況について市町村名を具体的にあげ

て説明すること。文科省が示している「学校以外が

担うべき業務４項目」についての各市町村の実施状

況及び2024年度末までに県教委としてどのように普

及させるように県教委は市町村を指導するのかに

ついて。また、教員の業務だが「負担軽減が可能な

業務」について今後どのように対応していくのか。そ

して、「押印を伴う出勤簿の廃止」など一部の市町

村で実施している事項についてすべての市町村で

実施出来るように支援・要請すること。3点目として、

教職員の補充の問題について具体的にどのように

進めていくのか明らかにして欲しい。

以上の3点について、明確な回答を要求した。全

て義務制の現場からの回答要求だが、3点目の未

補充・未配置の問題については、義務制だけの課

題ではないことは云うまでもない。新規採用希望の

減少や講師などが探せない、足りない問題につい

て県教委が具体策を出せるのか、今後の予備交渉

などで詰めていかなければならない課題である。

最後に高教組からは「土曜日授業をなくす工夫」

についての協議を申し入れた。単位数の多い学校

でも土曜日授業をしていない学校もあるのだから、

その工夫を共有することやそもそも働き方改革を強

力に推進するのであれば土曜日授業を許可しなけ

れば良い訳で、その方向性について担当課と協議

出来るように申し入れたのである。

交渉の最後の見解表明で嶋田委員長は「県教委

の本気度を具体的に見せて欲しい」と発言した。来

年度には新しい研修制度などの試行が始まるが、

いずれの課の担当者たちも仕事量を増やさないと

いうことをキチンと守って欲しい。そのことを3回目の

交渉では強調していきたい。
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イベント情報
下記イベントが企画されています。組合未加入の方も参加できます(くじら会議を除く）。

年度末の忙しい時期ですが、ふるってご参加ください。

論点は煮詰まってきた 教育局第２回確定交渉報告

教職員共済主催
『教職員のための講演会』
テーマ「働き方改革の現在地とその課題」
講師：明星大学教授 樋口 修資 氏

ひ ぐ ち 　 の ぶ も と

２０２３年２月２５日(土)
１５：００～１７：００(Zoomによる配信）
参加をご希望の方は、教職員共済生活協同組

合埼玉事業所までお問い合わせください。

℡ 048-823-4056

くじら会議＆講演会
２０２３年３月４日(土)
埼玉会館 ３Ｂ会議室

１３：１５～１５：００ くじら会議
１５：１５～１７：００ 講演会
テーマ「障害者権利条約『国連の日本審査』

～ジュネーブで何が起こったのか～」
講師：東洋大学人間科学総合研究所

客員研究員 一木 玲子 氏
い ち き 　 れ い こ

マイリフレッシュ券を利用しての「イチゴ狩り」＆秩父めぐり

２０２３年２月１２日(日)、２６日（日）３月１２日（日）１０：００～１５：３０
参加費用：マイリフレッシュ券のある方(ご本人のみ）差額６００円、

券のない方は１８００円
イチゴマイスターがご案内。午前中イチゴ狩り、終了後は秩父マイスターがご案内する
秩父めぐり企画。ご都合にあわせてお好きなところだけの参加も可。秩父現地集合
※秩父めぐりコースのご要望、交通手段等、ご相談ください。※浦和からも車出ます！
お問い合わせは埼玉高教組本部まで。

℡：048-823-4071 ｅ-ｍａｉｌ：saikojtu@maple.ocn.ne.jp


